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第４回 助成担当者のための研修交流会 を開催しました。   

プログラム事例からひも解く～助成プログラムの磨き方編～ 

 
 
【開催概要】 

このたび「第 4 回 助成担当者のための研修交流会」を開催しました。プログラムの内容は「第 1 部 トー
クセッション、公開座談会」「第 2 部 グループ交流」の２部構成にいたしました。今回も有志の企画委員と
共に、検討会をオンライン開催しながらテーマ等を決めていきました。検討会での議論が充実していましたの
で、検討会の拡大版の様な形を目指し、トークセッション形式となりました。 
当日参加者は、32 名（会場 26 名、オンライン 6 名）でした。民間助成財団・市民ファンド、企業、NPO・
中間支援組織等からのご参加があり、グループ交流では 4つのグループに分かれ交流しました。 

 
【プログラムの内容】 
■開会挨拶と趣旨説明 
司会進行の駒井（企画委員／市民社会創造ファンド）より、開催の経緯と趣旨説明をいたしました。 

 
■第 1 部 トークセッション,公開座談会  
進行は、米田佐知子さん（企画委員／子どもの未

来サポートオフィス 代表）。はじめに、山田絵美（企

画委員／市民社会創造ファンド）から、立ち上げか
ら 15 年を経た「スミセイコミュニティスポー
ツ推進助成プログラム」の磨き方について報告
し、これを出発点としながら、トークセッショ
ンを行いました。ゲストに福田文氏（一般財団法

人日本民間公益活動連携機構)、また、美濃部真光氏
（企画委員／一般社団法人アクト・ビヨンド・トラス

ト ）、鷲澤なつみ氏（企画委員／公益財団法人トヨタ財団）にご登壇いただき、助成担当者・個人のミッションや考
えに焦点をあてながら、「助成プログラムの磨き方」について話を展開しました。 
「現在のニーズと未来のシーズをどう捉えるか？」「現場に足を運び助成事業周辺の話や余談から得られる兆
しもある」「助成プログラムを通じて生み出したい戦略見取り図をつくる」「あるべき社会の在り方との差を埋
める」「変化の道筋の解像度をあげていく」「意見交換できる関係性の構築」等の言葉が飛び交いました。 
 

■質疑応答 
質疑応答では、「助成プログラムの磨き方とド
ナーとの影響について」「活動団体の方々から
の話から得られる情報」「聞き取ったものをど
うプログラムに反映していくかは常に思考し
ている」「助成プログラムの趣旨と応募状況を
見た時の印象や違和感は、よくも悪くも重要」
etc. 話題が尽きない時間となりました。 

開催日時：2025 年 8月７日（木）13時 30分～16時 15 分 
開催場所：全日通労働組合 大会議室Ｃ 
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■中締め  
当ファンド理事長の山岡義典より、「助成担当者には、助成活動の楽
しさだけでなく、責任感があると思う。責任感で固くなってしまう
ことも多いだろうが、本日は楽しい部分を話してもらったのだろう。
素晴らしい応答がありました。」とコメントし、中締めとしました。 
 
 

■第２部 グループ交流 
会場参加者を対象としたグループ交流では、助成の担当
歴に応じて４つのグループを作りました。 
企画委員、当ファンドの理事も加わりながら、トークセ
ッションの話題から「気になったこと」「難しいこと」な
どについて意見交換を行いました。終盤では、話し合っ
た内容を全体に共有するとともに、第 1部の質疑応答も
行いました。 
参加者のアンケートからは、「担当年数でグループ分け
されており話しやすかった」「地域や分野別の話があり、より多角的に検討できた」「新たな視点での意見を
聞け、考え方や視野が広がった」「今後の連携の兆しも見つけられた」という声もありました。 

  
■閉会の挨拶 
当ファンド副理事長の安藤雄太（東京ボランティア・市民活動センター アドバイ
ザー）のご挨拶をもって、第 4 回研修交流会を締めくくりました。 
 
＋＋＋事務局より＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
第 4 回も企画委員（有志）による企画・運営となりました。3 月から検討会を重ねるなか

で、「磨く」というテーマに絞りこまれてゆき、ゲストをお招きしてのトークセッション形式をとる事になりました。7 月

に登壇者を中心とした顔合わせの MTG を行いました。この時の雰囲気がとても良く、事務局としてとてもほっといたし

ました。また、今回はファンド事務局も登壇する運びとなり、自らへの負荷もかけつつも、学び深い機会となりました。

様々な視点が行き交うような、助成担当者が考え続ける機会づくりを目指しています。次回も引き続き企画委員（有志）

の皆様と共に、実りある研修交流の機会となるよう努めてまいります。引き続きよろしくお願いいたします。 

市民社会創造ファンド スタッフ一同（2025 年 8 月末） 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 
 

主催：特定非営利活動法人 市民社会創造ファンド 

後援：認定特定非営利活動法人 茨城 NPO センター・コモンズ、特定非営利活動法人 市民活

動センター神戸、一般社団法人 社会デザイン・ビジネスラボ、公益財団法人 助成財団センタ

ー、社会福祉法人中央共同募金会、公益財団法人 トヨタ財団、認定特定非営利活動法人 日本

NPO センター、公益財団法人 ひょうごコミュティ財団他  

企画委員：多賀俊二、美濃部真光、武藤良太、米田佐知子、鷲澤なつみ、山田絵美、駒井雅子 

 

会員の募集 
市民社会創造ファンドは会員募集しております。 
市民活動助成を通してこれからの市民社会を創造していくためには 
皆様の応援が欠かせません。何卒よろしくお願いいたします。 

正会員：１口 10000 円、 

賛助会員：１口 5000 円 

※年会費は 10 月１日より翌年９月 30 日までの 1 年分です。 

詳細はこちら（https://civilfund.org/cooperation/） 

第２部 グループ交流 

山岡理事長（市民社会創造ファンド） 

安藤副理事長（市民社会創造ファンド）          


